
 

 早いもので、今年も半ばを迎えます。先月末に中学校の運動会がありましたが、日中の日差

しはかなり強く、今年の夏の電力不足が気になります。しかし、紫外線を適度に浴びることは

体のビタミンＤの濃度を上げるためにも必要です。昔に比べて、屋内での仕事が増え、日焼け

止めクリームを使うことにより、全世界的にビタミンＤ欠乏傾向にあるそうです。体内のビタ

ミンＤ濃度が下がると癌のリスクも高まります。週に 2，3回、10～15分は太陽の光を浴びる

ようにしましょう。 

 さて、27日の講演会についてのご説明をさせていただきます。「食事でかかる新型栄養失調」

という本が昨年出版されました。外食やお惣菜のメニューを分析して、それらを食べ続けると

ミネラル欠乏症となり、健康被害につながるというショッキングな内容でした。お腹は満たさ

れるのに、栄養失調になるというものです。加工食品やレトルトパックは確かに便利です。働

く主婦にとって、それらを全く使わないで食事を作ることは難しいと思います。また、ジュー

スや調味料に含まれている添加物が食品との相互作用によって発癌リスクが高くなるものもあ

ります。昨年末に田村さんの講演を聴いて、ぜひ当院の患者様（特に子育て中の主婦の方）に

知っていただきたいと思い、佐賀にお招きいたしました。食品の裏に記載されたパッケージを

正しく読み取り、便利さの裏に隠された危険性を知って、賢い生活者になりましょう。なお、

ダイエットについてのお話もあります。巷に溢れている情報に振り回されず、正しい知識を身

に付けましょう。当日は体組成計による体スキャンや、血管年齢測定器による動脈硬化度の測

定も無料でできます。この機会にご自分の体を調べてみませんか。なお、皆様からお預かりし

た入場料は、会場費等の経費を差し引いた残りを東北支援に寄付させていただきます。 

 

みのりみのりみのりみのり通信通信通信通信    

 

 

患者様へのメッセージ 

 

１ 



  ２



 ３ 



 ４ 



 

「究極のスープ」 

                        鈴木紋子（湘南教育研修センター） 

『致知』２０１２年６月号特集「その位に素して行う」より 

 

昭和五十年頃、鎌倉の荒れた中学校へ赴任した時のことです。 

皆からゴムまりをひどくぶつけられるなどのいじめに遭い、しゅんとしている一年生の子が

いました。私は生徒指導担当として 

「先生が付いてるから頑張りなさい」と励ましてきましたが、三年生になるとあまり姿を見

掛けなくなりました。 

進路相談の行われた十二月、彼の母親が私の元へ来てこう言いました。 

「うちの子は休みが多く、点数が悪いからどこの高校も受けられないと担任に言われました」 

その子はとても育ちのいい子だったのですが、ある日級友からお菓子を万引きしてこいと命

じられました。学校へ行くとまた何を言いつけられるか分からないから、次第に足が遠のい

てしまったというのです。 

自責の念を覚えた私は、ある私立高校まで行って事情を話した上、 

「受験までに必要な勉強の基礎を、全部私が責任を持って教えておきますから、受験させて

いただけませんか」とお願いし、以来二人三脚で猛勉強の日々が始まりました。 

周囲に気づかれないよう暗くなった夜七時頃に彼の家へ出掛け、英国数の基礎からみっち

り三時間教えては十時半の最終バスで駅へと向かう。 

電車を降りるとタクシーは一時間待ちの行列です。仕方なく夜道を四十五分かけて歩き、十

二時過ぎに帰宅する日々が続きました。 

あんまりくたびれるのでバスの中でも眠り込み、「お客さん、終点ですよ」の声で起こされ

るのが日課でした。その甲斐あって彼は高校に無事合格し、卒業後はイタリア料理店で働く

ようになりました。 

その頃、我が家では主人が胃を全摘し、肝臓がんも併発するなど、闘病生活で体はひどく

痩せ細っていました。 

私は台所でいろいろなスープを作っては主人に飲ませるなどしていましたが、私自身も疲労

からくるたびたびの目眩に悩まされていました。 

前述の教え子が訪ねてきてくれたのは、そんなある日のことです。 

「ご主人様がご病気と聞いて チーフにスープの作り方を習って持ってきました。これ一袋

で一食分の栄養がとれます」と、一抱えもあるスープを手渡してくれたのです。 

私は感激のあまりしばらく何も言葉が出ず、「……これが本当の神様だわ」 

と呟いて、わんわん声を出して泣いてしまいました。 

すると、その子がまだ中一だった頃、「皆にいじめられても頑張るのよ」と私が肩を叩い

て励ましたのと同じように、「先生、泣かないでください」と私の背中を叩いて慰めてくれ

たのです。 



 

 

その後も彼はスープがなくなる頃になると家を訪ねてくれ、おかげで余命三か月と言われ

た主人が、三年も生き長らえることができました。 

私はこのスープを「究極のスープ」と呼んでいますが、人間同士の世の中がそうしてお互

いに尽くし合ってやっていけたらどんなにかよいだろう、と思ったことでした。 

 

 

 

 

 

 人生には様々な出会いがあります。今私がこうして歯科治療に携わることができるのも、

たくさんの出会いがあったからでした。理系科目の苦手な私が数学を克服できたのは高校 3

年生の時の数学の先生が根気よく面倒を見てくださったからです。医局時代も先輩の先生方

にいろいろ教えていただきました。 

 開業しようと決めてからは、医療界の方のみならず、設計士さん、銀行の担当の方、建設

会社の方々と実に多くの出会いがあり、皆様から本当によくしていただきました。たまに人

間関係で躓くこともありますが、それは自分の生き方を反省させるために必要だと天が与え

てくださったのだと思うようになりました。 

 最近、高校生の患者さんが、「私いつからここに通ってるかな？」と尋ねました。開業の

年からなので、「10 年前からだから、2 年生か 3 年生だったかな。大きくなったよね。」と私

よりも背が高くなった彼女を見ながら答えました。お母様のお腹の中からお付き合いしてい

る子が、おむつが外れ、お話ができるようになる姿を見て、ほのぼのとした気持ちになるこ

ともあります。多くの患者様と大好きな歯科治療を通して長いお付き合いができていること

に感謝する毎日です。 

 医療技術の進歩に遅れないよう、日々研鑽を積みながら、患者様との出会いを大切にし、

心のこもった治療をさせていただきたいと思います。 
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